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本多英司会長 

みなさんこんにちは。 

梅雨の真っただ中ですが、暑か

ったり大雨だったりと寒暖差の大

きな毎日です。皆さんお変わりな

いでしょうか。 

 

さて、先週の例会では、今年度のクラブ方針について

お話させていただきました。今週の会長の時間では、国

際ロータリーと、第 2760 地区についてお話させていた

だきます。 

まずは国際ロータリーについてです。2024－25 年度

国際ロータリー会長は、ステファニーＡ．アーチック氏、

米国ペンシルバニア州の McMurray ロータリークラブ

に所属している女性の方です。彼女は 1991 年にロータ

リー入会以来、様々な国際奉仕活動に携わっています。

例えば、私たちが昨年度、国際奉仕活動を行ったベトナ

ムでの小学校建設に携わったり、現在戦争が起きている

ウクライナで新入会員の指導に当たったりと、精力的に

国際奉仕活動をされてこられた方です。 

そんな彼女の打ち出した RI テーマは「ロータリーの

マジック」。これは、過去、ドミニカにて国際奉仕活動

として浄水器の設置をしたときに、浄水器の片方から汚

い水が入り、反対側から透明な水が出るのを見た二人の

少年が「もう一度魔法を見せて」といったことがきっか

けの言葉だとのことです。 

もちろん、私たちは実際に魔法を使えるわけではあり

ませんが、日々しっかりと活動し、「ロータリーのマジ

ック」を生み出して、世界を変えていきましょう。と唱

えられています。 

彼女についてテーマ以外にもう一つ興味を持ったこ

とがあります。それは、彼女のテーマカラーです。オレ

ンジとスカイブルーが彼女のテーマカラーだそうです。 

曰く、オレンジは、秋の主な色として、季節の移り変

わり、つまり、一つの段階の終わりと別の段階の始まり

を表す色である。「オレンジは、変化を表す色」だとの

ことです。 

もう一つのカラー、スカイブルーは、知識と知性、信

頼性と忠誠を連想させる色だとのことです。青は「オー

プンなコミュニケーションへの意欲を与える色」とのこ

とです。 

これらの色の組み合わせは、世界を変えながら、とも

に前進したいという熱い思いを表していると記してい

ます。 

本年度のクラブ方針に記したフレーズ 

「守るべきものは守り、変化すべきものは変化が必要

です。その時代に合わせた変化こそが、持続可能な発展

のために必要な行動であると考えます。」ですとか、「私

たちの活動が、周りに良い変化を促すことで、私たちも

成長し、私たちのクラブが『選ばれるブランド』になる

のだと考えます。」と記した言葉にもつながる言葉だと

思い共感しています。私たちの活動が「ロータリーのマ

ジック」になるのです。 

 

次に第 2760 地区についてです。第 2760 地区のガバ

ナーは、吉川公章(よしかわこうしょう)氏です。名古屋

南ロータリークラブ所属、2008 年に入会され、職業分

類は「病院」とのことです。 

2024－25 年度の地区方針は、 

『魅力ある例会 持続可能な奉仕活動 成長するロー

タリー』 

～行動計画 4 つの優先事項に沿って戦略計画を～ 

です。ここでいう行動計画とは。マイロータリーで確認

すると、次のように記述されています。 

「行動志向の人なら、どんなビジョンの実現にも計画が

必要であることを知っています。 

一世紀以上前、私たちは、人と人とのつながりを礎と

する奉仕のリーダーシップというモデルの先駆けとな

りました。そのモデルは、今日も強さを保ち続けていま

す。一世紀前と違うのは、人と人とのつながりがグロー

バルに広がったことです。今日のロータリーは、地域社

第 2回(通算 1660回)例会報告 令和 6年 7月 12日(金) 役員理事挨拶 

出席報告 総会員数５７名(計算会員数５１名) 欠席９名 出席率８２．３５％ 前々回修正出席率 87.76％ 

歌／会場 それでこそロータリー 会場：ロワジールホテル豊橋 29F「ﾗ･ﾒｰﾙ」12:30～ 

会長の時間 
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会のニーズに応えるために手を差し伸べるだけでなく、

国境、世代、言語、文化、歴史的な違いを超えて、より

よい世界への希望を生み出しています。 

私たちは、ロータリーの今後の 100 年を思い描き、四

つの優先事項を柱とする計画を立てました。」とありま

した。 

 そしてその 4 つの優先事項とは 

１． Inpact「より大きなインパクトをもたらす」 

２． Reach「参加者の基盤を広げる」 

３． Engage「参加者の積極的なかかわりを促す」 

４． Adapt「適応力を高める」 

とあります。 

2019－20 年度に 5 か年計画として開始されたこれら行

動計画を、引き続きさらに力強く継続していくとおっし

ゃっています。 

 

 そして私たちの分区である東三河分区のガバナー補

佐は、田原ロータリークラブの安田幸雄氏です。1992 年

に田原ロータリークラブへ入会され、職業分類は「飼料

及び穀物配布」とのことです。 

 

今後の予定としまして、安田幸雄ガバナー補佐が当ク

ラブへ来ていただけるガバナー補佐訪問は来月 8 月 30

日金曜日です。例会時間と場所は通常通りです。 

そして、吉川公章ガバナーがきていただけるガバナー

公式訪問は、豊橋東ロータリークラブ、豊橋南ロータリ

ークラブと、私たち豊橋ゴールデンロータリークラブの、

3 クラブ合同で行われる予定です。 

今年度の幹事クラブは東ロータリークラブです。です

ので、曜日と場所が変更になります。日時は 9 月 18 日

水曜日、場所はアークリッシュとなります。曜日と場所

が通常と異なるので、皆さんお間違えの無いようにお願

いします。そして多くのご出席をお願いいたします。 

 

以上、ご清聴ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金子通信雑誌委員長 

皆さんこんにちは。本年度、雑誌

委員長を務めさせていただきます

金子通信です。 

雑誌委員会のメンバーは、尾崎会

員、白井会員、真野会員、篠原会員

の 5 名です。 

1 年間「ロータリーの友の読みどころ」を紹介してまい

りますので宜しくお願い致します。 

まず初めに横組み 5P を御覧下さい。昨年 10/20 当ク

ラブ創立 35 周年記念例会へ御招きし、講演頂いた高野

孫左ヱ門様の記事となります。現在ロータリーの友委員

会委員長・(一社)ロータリーの友事務所代表理事を務め

られております。ウェブサイトで創刊号から最新号まで

閲覧できるアーカイブが構築されており、重ねられた奉

仕活動や多様な価値観を学ぶリソースとして活用され

ている事。RI は行動計画の一環として「トレーニング」

から「ラーニング」に変更、自ら積極的に学ぶ事が期待

される環境へ変化しつつある事。読者の多様な価値観に

応える為に「ロータリーの友地区代表委員」が活躍され

ている事。等々ロータリーの友への取り組み等々につい

て書かれております。 

横組み 7P。RI 会長・ステファニーA.アーチック様のメ

ッセージ。変わりゆく世界の中で立ち止まる余裕はなく、

取り入れる変化は戦略的に一貫したもので。行動計画を

重要とし、地域社会のニーズに取り組むことにより全て

のロータリー会員に帰属意識が末永く育まれる。などで

す。 

横組み 9P。熱狂的なスポーツファンのステファニーA.

アーチック様の経験・想い等が描かれています。 

横組み 16P。「特集 母子の健康」ではナイジェリアでの

妊娠から出産について大規模プログラム補助金を活用

した支援活動等について書かれております。 

横組み 22P。ガバナーの横顔では全国 34 地区のガバナ

ー紹介となっており、第 2760 地区の吉川公章ガバナー

が 33P で紹介されております。「医は仁術なり」を体現

しているような医師で大同病院の名誉理事長です。 

縦組み 3P。RI 会長・ステファニーA.アーチック様のメ

ッセージ。「少年の一人が私の袖をつかんで、『もう一度

魔法を見せて』と言ったのです」「私が少しでもその力

になれたと知ったことで、私の人生もかわったのです」 

縦組み 4P。SPEECH より、北海道・厚岸で 2016 年に

ウイスキー蒸留所を始めた話です。沿革・開発・拘り・

想いが伝わる内容で特に四つのキーワード「生産量」「価

格」「唯一無二」「スピリッツ・魂」ではこの事業の今後

を支える要と犇々と伝わります。 

縦組み 9P。松本 RC 赤沼健至様の紹介。北アルプス燕

岳にて開業一世紀あまり、燕山荘の三代目オーナーであ

入会記念日祝い 

ロータリーの友読みどころ 

鈴木雅人会員  辻 信之会員 
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り、年間 100 日は山上にいる親子三代ロータリアンの

紹介です。 

「日本一の山小屋」と選ばれるまでの努力、「自然を大

切に」「自然と共存」「環境に適合」 

などのメッセージが伝わる内容です。「自らの心」思い

やりや愛情を持って息をして自然を汚さないようにし

たいと語られています。 

縦組み 20P。卓話の泉では「脱水症に注意」の記事です。

この時期まさに最重要事項です。 

縦組み 21P。ロータリーあるある相談室、質問に対し二

つの考え方が紹介されております。 

以上、「ロータリーの友の読みどころ」でした。皆さん

是非御一読願います。 

 

 

 

山本雅久直前会長 

先月 6 月をもって 36 代の会長職

が終わり、なかなか切り替えがで

きないですが、話がうまくできる

かどうかわかりませんがよろしく

お願いいたします。 

本多 37 代の会長のもと一年間の本多丸が無事運航でき

るように協力してまいります。 

会長の時のことを十分吟味して今の本多さんの本多丸

が安全運航できるよう全力を挙げてフォローさせてい

ただきます。よろしくお願いいたします。 

 

伊藤眞芳 SAA 

皆さん、こんにちは。本年度、

S.A.A.の役職を担当します伊藤眞

芳です。 

さて、S.A.A.とは Sergeant-at-

Arms の略語で、この言葉の意味は、

主に英国で用いられている議会や宮廷の秩序を維持し、

執行する官使のことを言うのだそうです。ロータリーク

ラブでは、「会場監督」と言われています。ロータリー

クラブに S.A.A.が正式な役職として定められたのは

1906 年であり、ポール・ハリス、マックス・ウｵルフ、

チャールス・ニュートンが最初の S.A.A.に就任したそ

うです。古くから社交クラブには秩序維持のため S.A.A.

を置く習わしがあり、ロータリークラブもポール・ハリ

スの発案で S.A.A.を置いたと言われています。 

我がクラブの細則に「S.A.A.は、本クラブの例会その

他の会合の運営にあたり、気品と秩序を保持すること及

び通常その役職に付随する職務を行い、また、理事会の

メンバーとしての任務及びその他会長または理事会に

よって定められる任務を行うものとする。」とあります。

この細則によると、先ず、例会やその他の会で、会が秩

序正しく楽しい雰囲気になるように運営する会場監督

の任務があります。また、クラブ方針「選ばれるブラン

ドを育てよう」のもと、理事会のメンバーとして、会員

のため、地域のために活動していく任務があります。 

そして、「会場監督」としての具体的な活動計画は、

クラブ計画書 16 ページに記載してあります。 

例会場は、主として 30 階「ル・モン」としますが、

場合によっては、今日のように他の会場になります。席

次は、指定席を除き、トランプによるテーブル指定をし

ます。ゲスト・ビジター、並びに例会での役のある会員・

誕生日祝い・入会記念日祝いの会員は指定席とします。

また、例会場は禁煙とし、ロータリーバッジの着用を原

則とします。例会ソングは、原則として、毎月、第一例

会は国歌「君が代」と「奉仕の理想」とし、他の例会は

「それでこそロータリー」「我らの生業」等のロータリ

ーソングを、又、例会がより楽しくなるように月に 1 回

程度、「童謡等」を適宜取り入れます。ゲスト・ビジタ

ーの対応には心を配り、温かくお迎えします。そして、

誕生日祝い・入会記念日祝い記念品は、会員が喜んで使

ってもらえるような記念品とします。食事時間は 12 時

10 分から 12 時 30 分、例会時間は 12 時 30 分から 13

時 30 分を原則とします。食事は、和食・洋食・中華を

基本とし、季節や例会の内容等に合わせます。食事中は

和やかな雰囲気つ“くりをし、会員同士の交流の場とし

ます。 

この様な活動計画のもと、理事会・親睦活動委員会・

プログラム委員会・出席委員会と連携を図り、例会その

他の会合が秩序正しく楽しい雰囲気になるように努め

ます。何卒、一年間よろしくお願い申し上げます。 

 

髙橋哲也プログラム委員長 

（クラブ計画書22ページをご覧く

ださい） 

基本方針として、クラブ方針「選

ばれるブランドを育てよう」のも

と、各委員会並びに会員１人ひと

りと連携しながら、より多くの会員が喜んで出席しても

らえるような例会の企画を準備し、スムーズなプログラ

ム運営を実施します。 

 

 活動計画としては、大きく５つあります。 

１つ目は例会プログラムについて、会長・幹事・クラブ

奉仕委員長・SAA、例会担当委員長、その他の関係者と

打合せを行い、理事会の承認を得た上で、プログラムを

全会員に告知します。 

 

２つ目は、国際ロータリーの年間テーマ及び月間行事を

組み入れるとし、３つ目は、ロータリーの月間行事には、

基本的にその担当委員会に例会の企画を依頼します。 

（例１） 8 月：会員増強・新クラブ結成推進月間→会

員増強委員会の担当例会 

役員理事挨拶 
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（例２） 9 月：ロータリーの友月間→雑誌委員会の

担当例会 

（例３） 10 月：米山月間→米山記念奨学委員会の担

当例会 

 

４つ目は、会員相互の理解と親睦を図るため、多くの会

員が登壇する機会を設けます。基本的にはｱｯｾﾝﾌﾞﾘｰﾒﾝﾊﾞ

ｰ以外の会員の皆様に会員ｽﾋﾟｰﾁをお願いしますのでお

声がかかりましたら喜んで引き受けて頂きますようお

願い致します。主に前半のセレモニー部分で行うととし、

時間により 1 人か 2 人お願いします。テーマは「波瀾万

丈の人生について」です。誰もが人生の浮き沈みはある

と思います。それについて 1 人 5 分程度でお願いしま

す。 

 

５つ目、先ずはプログラム基本構成についてですが、基

本的に第 1 例会では四つのテスト唱和を職業奉仕委員

会さんへ、第 2 例会ではロータリーの友の読みどころ紹

介を雑誌委員会さんへ、第 3 例会では月間出席報告を出

席委員会さんへお願いします。 

 

次に、報告例会についての考え方です。各種大会報告、

RYLA セミナー報告、趣味の会活動報告、ロータリー情

報委員会報告などは例会前のセレモニーで行うことと

し、基本的にプログラムでは行いません。また、卓話例

会の場合、ゲストスピーカーには、30 分間の卓話時間

を確保します。 

 

そして、特別例会として本年度も様々な例会がありま

す。（詳しくはクラブ計画書の 19・20 ページをご覧く

ださい） 

8 月にガバナー補佐訪問、9 月にガバナー公式訪問と夏

の家族会、10 月にクラブ創立記念例会、12 月に年末家

族会、来年 1 月に新年初例会、4 月に春を感じる例会、

6 月に度末懇親会は例年通りですが、今年はゆとりの例

会を 9 月と 3 月の 2 回行います。職場見学例会と地区

補助金事業は 11 月に、1700 回記念例会を来年 5 月に

開催しますのでお楽しみに！ 

 

 以上、本年度 46 回の例会を滞りなく開催できるよう、

しっかりとタイムマネジメントをし、ご出席の会員の皆

様はもちろん、ゲストの皆様、並びに最後に点鐘を行う

本多会長にご迷惑をお掛けすることのないよう取り組

んでいきますのでどうぞ宜しくお願い致します。 

 

保永真生社会奉仕委員長 

皆さんこんにちは！社会奉仕委員

長の保永です。 

社会奉仕委員会には副委員長に

前々年度社会奉仕委員長の加藤さ

ん、前年度社会奉仕委員長の石原くん、ベテラン勢の西

郷さん、福沢さん、白井さん、真野さん、梅田さん、今

川さんという百戦錬磨の経験豊富なお歴々のメンバー

をお迎えしております。これもひとえに鬼頭幹事の素晴

らしい人選に感謝をしながら一年頑張っていきたいと

思います。 

クラブ計画書に基づきお話をさせて頂きます。ロータリ

ーの社会奉仕は、ロータリアンとして「超我の奉仕」を

実証する機会とされています。ロータリアン 1 人ひとり

の個人生活、事業生活、社会生活に奉仕の理念の適用を

実行することで、地域に住む人々の生活の質を高め、ま

た公共のために奉仕することはすべてのロータリアン

にとって、またロータリークラブにとっても献身に値す

ることであり社会的責務でもあります。 

仕事仲間にロータリークラブの事を聞かれることが

多々ありますが、この責務を分かりやすい言葉で話すよ

うにしています。奉仕活動を目的としたものではなく、

毎週の例会や委員会活動で奉仕の心を学び、仕事、家庭、

人間関係などを良好にかつ導く役割があるのだと伝え

ます。ニュアンス 1 つで印象は変わるもので、このよう

な話で興味を持つひとも多くいますし、いずれ会員の増

強にも繋がっていくと思います。 

活動計画につきましてはクラブ計画書 38 ページをご覧

ください。1～4 までの計画を委員会で意見を統合して

実施して参ります。基本方針の 12 行目に僕の尊敬する

戦国武将の武田信玄公の名言を載せました。 

「人は城」、「人は石垣」、「人は堀」、情けは味方、仇は

敵なり。クラブを城に例えるならば最も大切なのは人で

す。目標を掲げ希望に燃えて活動を行う事で自ずと魂は

輝きを増し、自信に満ち溢れた人が集まる場所は明るく

そして楽しくなります。対外的な活動はクラブの繁栄に

繋がり自ずと会員増強にも寄与することと信じます。 

精一杯社会奉仕活動を実践して参りますので、会員の皆

様のご理解とご協力をお願い申し上げましてご挨拶に

変えさせて頂きます。どうぞ宜しくお願い申し上げます。

ご清聴ありがとうございました。 

 

村松 光国際奉仕委員長 

国際奉仕員会委員長の村松光です。

伊藤角栄副委員長、岡本会員、松島

会員、鈴木愛会員、鈴木紳会員、宮

川嘉隆会員、三浦会員、三輪会員の

総勢 9 名となります。当委員会は

グローバル補助金を利用し、恒久的な国際奉仕事業の具

体案を策定、実施を行っていきます。策定途中となりま

すが、具体的にプロジェクト概要を説明いたします。ブ

ータンゴミ問題対応プロジェクトです。プロジェクトの

経緯は、昨年度予定者時に会長の熱い思いでグローバル

補助金事業に調整してみようから始まり、地区補助金セ

ミナーに参加、相談したところ地区補助金委員会より紹
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介を受けました。相手国は世界一幸せな国ブータン。パ

ートナークラブはティンプーRC となります。空港近く

のパロ地区ワンチャン村は現在、人口が急増しており、

ゴミ問題に直面しています。行政も対応困難な状態であ

り、ティンプーRC へ協力要請が入りました。ゴミ収集

と処理システムが確立していないため、村民が村外れの

山に廃棄している状態であります。そこで優秀な日本製

ゴミ収集車を現地に提供し、ゴミ処理から廃棄までの仕

組み創りをサポートすることが当該プロジェクトの概

用となります。第一ステップとして 1 年がかりのプロジ

ェクトとなりますが、私たちのブランドとなるべくイン

パクトのある活動を創出する年度にいたします。 

 

太田和彦青少年奉仕委員長 

こんにちは。本年度、青少年奉仕委

員会、委員長をつとめさせて頂きま

す、太田和彦と申します。本年度の

メンバーは、副委員長に廣中会員、

委員に、大須賀会員、山口会員、井

上会員、中村彰宏会員、廣濱会員、尾崎会員、篠原会員、

山下会員です。みなさんと協力し、学びながら、1 年間、

頑張ってまいります。よろしくお願いいたします。 

 

2024－2025 年度クラブ計画書、42 ページをご覧くださ

い。 

＜基本方針＞として 

青少年奉仕委員会は、ロータリーの五大奉仕の 1 つ

で、未来の社会を支える若者を育成する重要なプログラ

ムです。 

次世代を担う青少年に対し、知識や能力等の向上を目

的として、健全育成に繋がるような奉仕活動を行います。 

委員会は、今年度のクラブ活動方針『選ばれるブラン

ドを育てよう』を基本に活動します。 

ロータリークラブの青少年奉仕活動の目的、理念を理

解し、持続可能な奉仕活動を模索しその情報を発信して、

“ゴールデン”らしさで意義ある活動の実施に努めます。 

＜活動計画＞として 

１．青少年奉仕活動について、「奉仕の心」を学ぶ場と

して、委員会を開催します。 

２．子供たちが「自分が大切な存在であること」、「社会

の一員であること」を実感し、人との信頼関係を築

いて、共に物事を進めていく喜びや充実感を得ても

らうため地域の青少年に対して、社会学習や体験の

機会を設けて、共に学ぶ場を企画します。 

３．リーダー育成のための「ロータリー青少年指導者養

成プログラム(RYLA)」の受講者を募集し派遣しま

す。 

  後日、例会に於いて体験報告を実施します。 

次世代を担う、青少年が様々な体験活動が、心に残り、

自立的活動をおこなう原動力になること、そして、思い

やりの心や、規範意識を育んでほしいと、願いつつ、活

動していきたいと思います。 

このような目標、活動計画を達成するには、地域の関係

機関、団体をはじめ、個人の家庭地域のボランティア団

体、企業、学校などと連携、協力して、奉仕活動、体験

活動の機会を拡充しつつ、青少年への参加を、積極的に

促していく必要があると考えます。また、皆が参加した

くなるような、雰囲気づくりと情報の発信も積極的に、

取り組んでいきたいと思います。 

そして、トップページの国際ロータリー会長が述べられ

ている、ロータリーの行動計画はロータリーのマジック

（魔法）から始まり、世の中が速いスピードで変わりゆ

く中、ロータリー私たち自身が、いくつかの変更を加え、

私たちが共に変化する必要があるとされています。 

 

また、第 2760 地区ガバナーによる、地区方針「持続可

能な奉仕活動」、ゴールデンロータリークラブ方針「選

ばれるブランドを育てよう」を心に留めて、活動してい

きたいと思います。 

最後に、今年度も、豊橋ゴールデンロータリークラブも

皆様には、青少年奉仕活動へのご理解とお力添え、ご協

力を宜しくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★幹事報告  

・豊橋 RAC より 8 月第一例会のご案内が届いており

ます。 

★他クラブの例会変更 

■7月23日(火) 宝 飯RC 会場都合のため 

■7月24日(水) 豊 川RC 納涼家族会 

■7月26日(金) 蒲 郡RC 蒲郡祭花火大会家族例会 

新 城RC 夜間例会のため 

■7月29日(月) 豊橋南RC 納涼例会 

★ニコボックス 

本多英司・鬼頭秀幸：本日は役員理事挨拶です。役員

理事の皆様よろしくお願い。 

辻 信之・鈴木雅人：入会記念日をお祝い頂き。 

金子通信：ﾛｰﾀﾘｰの友読みどころを紹介させて頂き。 

山本雅久・伊藤眞芳・髙橋哲也・ 

保永真生・村松 光・太田和彦：挨拶をさせて頂き。 

鵜殿健次：会費は 7/31 までにお願い。ｶﾞﾝﾊﾞﾚﾄﾞﾗｺﾞﾝｽﾞ！ 

冨田正行：二川コルゲートハウスがカーサブルータス 8

月号に掲載されました。 

三浦時子：3 連休天気が悪いようです。災害などがない

ことを祈ります。 

井上 穂：ニコボックスに協力します。 

井上 穂ニコボックス委員 


